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ま
ち
づ
く
り

　
職
員
任
用

↖

　
　
八
代
市
新
庁
舎
建
設

　
市
民
検
討
委
員
会 

委
員
募
集

　

市
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
市
で
は
新
庁
舎
建
設

の
建
替
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
意
見
と
提
案

を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
市
民
検
討
委
員
会
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
参
加
で
き
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

会
議
回
数　

27
年
度
中
に
３
回
程
度
（
約
２
時
間
）

募
集
定
員　

若
干
名

対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
、
満
20
歳
以
上
の
人　

※
国
・
地
方
公
共
団
体

の
議
員
・
常
勤
の
職
員
を
除
く
。

応
募
方
法　

応
募
用
紙
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、提
出
先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｅ
メ
ー
ル
、

持
参
、
郵
送
）

選
　
考　

選
考
委
員
会
で
書
類
選
考
。結
果
は
通
知
。

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮

書
類
配
布　

本
庁
１
階
総
合
案
内
所
・
２
階
財
政
課
、

各
支
所
地
域
振
興
課
、各
出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
提
出
先　

〒
８
６
６
‐
８
６
０
１
八
代
市
松
江
城

町
１
‐
25　

八
代
市
役
所
財
政
課
新
庁
舎
建
設

準
備
室
☎
33
４
１
０
６　

G zaisei@
city.

yatsushiro.lg.jp

　
　
行
政
相
談
委
員
は

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

　

国
や
県
、
市
な
ど
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の
意
見

や
要
望
、苦
情
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
本
市
で
は
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
相
談
員
が
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２
、
市
民

相
談
室
☎
33
４
４
５
２
、
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６
（
３
２
４
）
１
６
６
２

ところ と　　　き 備　考
本庁 市民相談室 第 2･4 月曜 9:00 ～ 12:00 祝日の場合は中止

坂本支所

6/23、7/21
8/18、9/24
10/20、11/24
12/22、1/19
2/23、3/22

10:00 ～ 15:00

千丁支所
年４回

（ 6 / 1 、8 / 1 9 、
10/30、1/13）

10:00 ～ 15:00

鏡支所
偶数月第 1 月曜 9:00 ～ 12:00 祝日の場合は翌日
6/1、10/7 10:00 ～ 15:00

東陽定住センター 6/1、1/20 10:00 ～ 15:00
泉支所 6/1、11/4 10:00 ～ 15:00

　
新
幹
線
定
期
券
購
入
補
助
金

　
利
用
者
募
集

　

八
代
市
へ
の
「
定
住
化
の
促
進
」
を
図
る
た
め
、

九
州
新
幹
線
を
利
用
し
て
通
勤
・
通
学
を
す
る
人
へ

新
幹
線
定
期
券
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
　
象　

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
、
本
市
に
住

民
票
を
有
し
、
新
八
代
駅
か
ら
新
幹
線
で
通
勤
・

通
学
す
る
人
。
通
勤
は
27
年
１
月
１
日
以
降
に
新

た
に
本
市
に
転
入
し
た
人
が
対
象
で
す
。
通
学
は

熊
本
駅
ま
で
の
利
用
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　

通
勤
者　

上
限
１
０
０
０
０
円
／
月

　
　
　
　
　

通
学
者　

上
限　

５
０
０
０
円
／
月

募
集
定
員
（
５
月
18
日
現
在
の
残
数
）

　

通
勤
者
５
人
、
通
学
者
11
人　

申
請
順
受
付

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

　
　
平
成
　
年
度

　
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
に
つ
い
て
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
本
人
の

請
求
に
基
づ
き
市
が
保
有
す
る
自
己
に
関
す
る
個
人

情
報
の
開
示
・
訂
正
・
消
去
・
利
用
等
中
止
な
ど
が

行
え
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
、
八
代
市
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
開
示
請
求
の
件
数
と
処
理
状
況

　

全
部
開
示
…
２
件　

部
分
開
示
…
５
件

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

　
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
　
研
修
生
募
集

　

県
で
は
、
男
女
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
そ
の
け
ん
引
役
と
な

る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」「
職
場
や
地
域
を
も
っ
と
心

地
良
い
場
所
に
し
た
い
」
そ
ん
な
思
い
を
実
現
す
る

た
め
に
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

研
修
課
程

①
９
月･･･

事
前
研
修
（
講
話
な
ど
）

②
10
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰･･･

県
外
研
修（
視
察
、

講
義
、
交
流
）
東
京
方
面

③
11
～
12
月･･･

自
主
研
修　

学
習
内
容
の
実
践

④
１
月･･･

事
後
研
修
（
自
主
研
修
の
報
告
・
講

話
）

⑤
12
～
３
月･･･

研
修
報
告
書
の
作
成

※
事
前
・
事
後
研
修
の
会
場
は
「
パ
レ
ア
」

募
集
対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

す
べ
て
の
研
修
課
程
に
意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き

る
人

募
集
期
限　

６
月
30
日
㈫
ま
で

　
　

募
集
要
項
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

☎
30
１
７
０
１

　
地
域
力
×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来

　
男
女
共
同
参
画
週
間

　

６
月
23
日
㈫
～
29
日
㈪
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

　

市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、「
男
女
の
人

権
尊
重
」「
女
性
の
社
会
参
画
」「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
の
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

☎
30
１
７
０
１

　
男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
阻
害
す
る
市
の
施
策
や

事
業
に
関
し
て
市
男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
（
弁
護

士
、
臨
床
心
理
士
）
に
苦
情
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
精
神
的
・
身
体
的

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
の
悩
み
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

ま
ず
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
ま
で
来
所
か
電

話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室
☎

30
１
７
０
１ 

G gender-equal@city.yatsushiro.lg.jp

26
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職
員
任
用

　
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員

　（
消
防
職
員
）
採
用
試
験

　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、「
消
防
職
員
」

採
用
の
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容

は
７
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課
☎
33
６
３
１
９

　
　
臨
時
職
員
募
集

　
学
校
給
食
調
理
員

　
学
校
給
食
調
理
員
が
休
暇
取
得
す
る
際
の
代
替
調

理
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
場
所　

坂
本
地
区
・
鏡
地
区
の
小
中
学
校
の
給

食
室
、
東
陽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
形
態　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時
30
分
の
内

６
時
間
程
度

勤
務
日　

月
２
日
～
10
日
程
度
、
学
校
・
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
そ
の
都
度
、
連
絡
し
ま
す
。

賃
　
金　

時
給
８
１
３
円
（
規
程
に
よ
り
通
勤
手
当

を
支
給
）

申
込
み　

電
話
で
申
込
み
後
、
履
歴
書
を
提
出

問
合
せ　

教
育
政
策
課
☎
30
１
６
７
１

　
　
平
成
　
年
度

　
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
基

づ
き
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い
る
公
文
書
の
閲
覧
や

写
し
の
交
付
を
行
う
制
度
で
、
八
代
市
情
報
公
開
条

例
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
公
開
請
求
の
件
数
と
処
理
状
況

　

全
部
公
開
…
17
件　

部
分
公
開
…
39
件

　

非
公
開
（
不
存
在
）
…
３
件　

取
下
げ
…
１
件

▼
不
服
申
立
て
の
件
数
と
処
理
状
況
…
申
立
て
な
し

問
合
せ　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
０
０

26延命処置は望みません
　日本は、2025年には団塊の世
代が 75歳以上を迎え、世界一の超
高齢化社会を迎えます。この頃亡
くなる人は、現在の1.5倍に増加すると見込まれています。
　「延命処置は望まない。」という言葉をよく耳にします。
それは「治る見込みがない状況では望まない。」と言う意
味と思います。延命処置として思い浮かべるのは、心臓や
呼吸が停止したとき（心肺停止状態）に行われる心臓マッ
サージや、口から気道に管を入れて行う人工呼吸などのい
わゆる救命目的の蘇生処置ではないでしょうか。
　「治る見込みがない」とは、癌

がん

を含めたいろいろな病気
の終末期を意味します。徐々に病状が悪化して終末期を迎
えるときは、患者さん本人、家族、医療者の間で延命処置
の問題を話し合う時間があり、本人の意思が確認されるこ
とも多く、問題は少ないようです。
　しかし、超高齢化社会では老化に伴い、体の多くの機能
が低下した虚弱高齢者が増加するため、突然の予期せぬ心
肺停止も増加します。そして、このような状況では蘇生や
延命処置に対する自分の意思を示すことはできません。自
宅や施設内で予期せぬ心肺停止が起これば、周りの人が救
急車を呼び病院へ運ばれます。このとき本人の意思が確認
できない場合、病院では救命のための蘇生処置が行われま
す。
　「事前指示」という言葉があります。これは自分の意思
能力があるうちに蘇生処置や延命処置に関する自分の意思
を表示しておくことです。漠然と「延命処置は望まない。」
というのではなく、いろいろな状況で何を望み、何を望ま
ないのか。元気なうちから家族やかかりつけのお医者さん
と考え、自分の意思を示しておくのは大事なことです。私
たち医療関係者も市民の皆さんとこの問題を一緒に考えて
いく機会を予定しています。その時は、ぜひ参加をお願い
します。　　　　　　　　　　　　市立病院☎33-3620

医療ミニ知識
市立病院発 15

　

不
開
示
（
不
存
在
）
…
３
件

▼
訂
正
請
求
、
消
去
請
求
、
利
用
等
中
止
請
求
の
件

数
と
処
理
状
況
…
請
求
な
し

▼
不
服
申
立
て
の
件
数
と
処
理
状
況
…
申
立
て
な
し

問
合
せ　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
０
０

　
福
祉
・
健
康

　
　
や
つ
し
ろ
元
気
体
操
教
室

　
参
加
者
募
集

と
　
き
　
７
月
９
日
㈭

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
に
開
講　

午
前
中

と
こ
ろ　

龍
峯
農
業
研
修
所

申
込
み　

市
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
び
こ
☎
30
８
０
７
１

広　　告
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↖

　
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
の

　
費
用
を
助
成

　

市
で
は
、
民
間
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
耐
震
診
断
費
（
精
密
診
断
）
と
耐
震
改
修
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
名　

八
代
市
民
間
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業

　
　
戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　
特
別
弔
慰
金
の
相
談
会

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
受
付
に
と
も
な
い
左
表
の

日
程
で
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
の

会
場
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時
で
す
。
他
校
区
の
相

談
会
に
も
参
加
で
き
ま
す
。
該
当
者
に
は
、
相
談
会

で
請
求
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
渡
し
ま
す
。

対
　
象　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平
成

27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
取
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者
（
弔
慰
金
と
特
別
弔
慰
金

は
異
な
り
ま
す
）

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た

人
な
ど
は
除
く
）

４　

３
以
外
の
①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母　

④
兄

弟
姉
妹

５　

１
～
４
以
外
の
３
親
等
内
親
族
（
戦
没
者
等
の

死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
人
に
限
る
）

問
合
せ　
健
康
福
祉
政
策
課
特
別
弔
慰
金
☎
33
４
１
６
８

　前回（第 8 回・第 9 回特別弔慰金）を
受給した人は前回の裁定通知書か国債を持
参ください。
※なお 7 月 15 日以降は、市役所本庁 1

階東側や各支所健康福祉地域事務所で
随時受け付けます。

特別弔慰金の相談会日程表
校　区 とき ところ

代陽 6/10 ㈬

市役所本庁
1 階東側

太田郷
（長田町、井上町、竹原町、
島田町、日置町、上日置町）

6/11 ㈭
太田郷

（上記以外の町内） 6/12 ㈮
八代 6/15 ㈪
植柳 6/16 ㈫
麦島 6/18 ㈭
八千把 6/19 ㈮
松高 6/22 ㈪
高田 6/23 ㈫
金剛 6/25 ㈭
郡築・昭和 6/26 ㈮
宮地 6/29 ㈪
日奈久 6/30 ㈫ 南部市民センター

1 階会議室二見 7/  2 ㈭

坂本 7/  3 ㈮ 坂本公民館
1 階大ホール7/  6 ㈪

龍峯・千丁 7/  7 ㈫ 千丁支所
２階大会議室7/  8 ㈬

鏡（有佐・鏡地区）7/  9 ㈭ 鏡支所
3 階大会議室鏡（文政地区） 7/10 ㈮

東陽 7/13 ㈪ 東陽支所 2 階大会議室
泉 7/14 ㈫ 泉支所 2 階会議室

　
　
知
的
障
が
い
者
巡
回
相
談

　
医
学
的
診
査
や
心
理
判
定

と
　
き　

８
月
７
日
㈮　
（
時
間
は
決
定
後
に
通
知
）

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
大
会
議
室
Ａ

内
　
容　

療
育
手
帳
の
新
規
判
定
、
療
育
手
帳
の
再

判
定
、
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

（
日
常
生
活
、
就
労
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

対
　
象　

18
歳
以
上
（
予
約
制
）

定
　
員　

11
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
１
を
お
持
ち

の
人
を
優
先
）

申
込
み　

６
月
22
日
㈪
ま
で
、
障
が
い
者
支
援
課

　

☎
35
０
２
９
４

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

６
月
10
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

憩
い
の
家　

泉
（
泉
町
）

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

市
第
１
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
☎
53
２
６
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
地
域
福
祉
事
業
へ
の
寄
附
金

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
に「
八
代
の
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
」

と
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

八
代
弘
済
会
、
日
本
製
紙
労
働
組
合
八
代
支
部
、
メ

ル
シ
ャ
ン
八
代
工
場

　

寄
附
金
は
、
市
地
域
福
祉
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

　
金
婚
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

　対
　
象　

○
昭
和
40
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

に
結
婚
か
入
籍
さ
れ
た
夫
婦　

○
昭
和
39
年
以
前

に
結
婚
か
入
籍
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
金
婚
夫
婦
表

彰
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
夫
婦

申
込
場
所　

長
寿
支
援
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
地
域

事
務
所
、
各
出
張
所
、
各
公
民
館
（
旧
市
の
み
）

申
込
み　

６
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
記
入

し
提
出
く
だ
さ
い
。
長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
住
　
宅

広　　告
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英語・タガログ語・中国語の
外国語通訳を本庁 1 階に配置

　市役所での各種手続きや生活上の身近な困りごとなど、気
軽に相談ください。
＜英語・タガログ語＞　第１～４火曜日　9:30 ～ 15:30
＜中国語＞　第 1・第 3 木曜日　9:30 ～ 15:30
問合せ　秘書課 秘書・国際交流係☎34-1090

We provide English,Tagalog 
and Chinese translators.

Please feel free to consult about procedures in each 
sections within the City Hall or any concerns about living in 
Yatsushiro.
<English Tagalog> 1st-4th Tuesday of the month 9:30-15:30
<Chinese> 1st and 3rd Thursday of the month 9:30-15:30

Mayroon tayong tagapagsalin sa 
salitang English, Tagalog at Chinese.

Huwag mag-atubiling magtanong tungkol samga 
pamamaraan sa bawat seksyon ng City Hall o tungkol sa 
pang-araw-araw na
pamumuhay sa Yatsushiro.
<English Tagalog> Ika-1,2,3 at 4 na Martes ng buwan 9:30-15:30
<Chinese> Ika-1 at 3 na Huwebes ng buwan 9:30-15:30

设置英语，菲律宾语，中国语翻译
来市役所办理各种手续，或者在日生活中有什么困难，可以随
时咨询。
＜英语 菲律宾语＞ 每月从第一到第四个周二 9:30-15:30
＜中 文＞ 每月第一和第三个周四 9:30-15:30

　
市
営
住
宅 

補
充
入
居
者
募
集

　
　

平
成
27
年
度
中
に
市
営
住
宅
に
空
室
が
生
じ
た
場

合
の
、
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
で
き
る

順
位
は
、
公
開
抽
選
（
７
月
12
日
㈰
・
市
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
・
申
込
者
に
６
月
末
ま
で
に
案
内
状
を
送
付
）

に
よ
り
入
居
で
き
る
順
番
を
決
定
し
、
空
室
が
生
じ

る
毎
に
入
居
案
内
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
26
年
度
中
に
入
居
を
申
し
込
ん
だ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
入
居
で
き
な
か
っ
た
人
で
、
27
年
度
も

入
居
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
込
み
が
必
要
で

す
。

　

市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
人
は
、
収
入
な
ど
の
要

件
が
法
令
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
６
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮（
土
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

必
ず
本
人

か
代
理
人
が
、
申
込
書
と
必
要
書
類
を
揃
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
な
ど
は
不
可

そ
の
他　

申
込
用
紙
・
募
集
要
領
は
、
市
役
所
４
階

建
築
住
宅
課
・
各
支
所
建
設
地
域
事
務
所
で
配
布

し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。
入
居
を
募
集
す
る
市
営
住
宅
は

募
集
要
領
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

対
　
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
戸

建
木
造
住
宅
、緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物（
そ

の
他
条
件
有
り
）

予
定
戸
数　
【
耐
震
診
断
】　

戸
建
木
造
住
宅
10
戸
、

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
１
棟
※
耐
震
改
修
促

進
法
に
基
づ
く
耐
震
診
断
義
務
化
建
築
物
を
除
く

【
耐
震
改
修
】　

戸
建
木
造
住
宅　

１
戸

受
　
付　

６
月
１
日
㈪
～
８
月
28
日
㈮
（
先
着
順
）

問
合
せ　

建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

申
込
み　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２
、
坂
本

建
設
地
域
事
務
所
☎
45
２
２
９
０
、千
丁
建
設

地
域
事
務
所
☎
46
１
１
０
４
、
鏡
建
設
地
域
事

務
所
☎
52
７
８
２
０
、
東
陽
建
設
地
域
事
務

所
☎
65
２
１
１
５
、
泉
建
設
地
域
事
務
所
☎

67
２
１
１
５

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
設
置
は
お
済
み
で
す
か

　

八
代
広
域
消
防
本
部
管
内
で
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
い
た
た
め
初
期
消
火
に
成
功
し
大
火

に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
設
置
後
は
き
ち
ん
と
作
動
す
る
か
の
点
検
や
お

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
悪
質
な
訪
問
販
売

に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
☎
32
９
２
２
７
、
最
寄

り
の
消
防
署

　
高
速
道
路
へ
倒
れ
込
み
そ
う
な

　
竹
な
ど
は
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

　

最
近
、強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線
の
土
地
か
ら
、

道
路
上
に
竹
な
ど
が
倒
れ
込
ん
で
、
自
動
車
に
衝
突

す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
に
竹
な
ど
を
所
有
し
、
高
速
道
路

へ
の
危
険
が
予
知
さ
れ
る
場
合
は
伐
採
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
む
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
、
や
む
な
く
高
速
道
路
を
管
理
す

る
西
日
本
高
速
道
路
で
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
高
速
道
路
事
務
所
☎
39
０
７
１
１

　
交
通
・
防
災

広　　告
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産
　
業

↖

水
道
週
間
　
６
月
１
日
～
７
日

カ
ラ
カ
ラ
で  
蛇
口
に
飛
び
込
む  

僕
の
口

水
道
週
間
と
は

　

水
道
週
間
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
様
々

な
社
会
活
動
を
支
え
る
水
道
に
つ
い
て
、
国
民
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事
業
の
さ

ら
な
る
発
展
に
資
す
る
た
め
に
毎
年
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

八
代
市
給
水
区
域
内
普
及
率
は
58
％

　

八
代
市
水
道
事
業
の
平
成
25
年
度
末
の
給
水
区

域
内
普
及
率
は
58
％
で
す
。
水
道
水
の
安
定
供
給

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
豊
富
で
清
浄
な
地
下
水
を

有
す
る
八
代
平
野
で
は
、
未
だ
給
水
区
域
内
の
４

割
以
上
の
人
が
自
家
用
井
戸
を
使
っ
て
い
ま
す
。

水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
安
全
に

　

市
上
水
道
の
水
源
は
す
べ
て
地
下
水
で
す
。
市

内
５
ヵ
所
の
水
源
地
の
井
戸
か
ら
地
下
水
を
汲
み

上
げ
、消
毒
し
て
送
っ
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
は
、

毎
年
「
水
道
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
、「
水

源
か
ら
蛇
口
ま
で
安
全
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
水
質

検
査
を
定
期
的
に
行
い
、
水
質
管
理
に
万
全
を
期

し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
水
質
基
準
項
目
す
べ

て
を
ク
リ
ア
す
る
安
全
で
お
い
し
い
水
で
す
。

地
下
水
は
貴
重
な
資
源

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
水
は
生
活
や
産

業
の
基
盤
で
す
。
特
に
地
下
水
は
み
ん
な
で
守
り

使
う
地
域
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資
源
で

す
。
水
道
事
業
で
は
毎
年
配
水
管
・
給
水
管
の
漏

水
調
査
を
計
画
的
に
行
い
、
漏
水
の
早
期
発
見
・

早
期
修
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
貴
重
な
資
源
の

有
効
利
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　

水
道
事
業
で
は
、
上
水
道
未
整
備
地
区
に
新
し

く
水
道
管
を
埋
設
し
た
り
、
古
く
な
っ
た
施
設
な

ど
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
幹
線
配
水
管

の
2
系
統
化
や
老
朽
化
し
た
配
水
管
・
給
水
管
の

更
新
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
地
震
な
ど
の
災
害
に

強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

必
要
経
費
は
水
道
料
金
で
ま
か
な
い
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
事
業
の
費
用
や
水
を
送
る
た
め
に

必
要
な
電
気
代
、
薬
品
代
、
職
員
の
人
件
費
な
ど

の
必
要
経
費
は
、
全
て
利
用
者
か
ら
の
水
道
料
金

で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
は
徹
底
し
た

経
費
削
減
を
行
い
、
安
価
な
水
道
料
金
の
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。
徴
収
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
料

金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

非
常
時
に
は
や
っ
ぱ
り
水
道

　

台
風
な
ど
で
停
電
し
た
場
合
、
自
家
用
井
戸
は

使
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
上
水
道
は
、
各
配
水
施

設
に
非
常
用
の
自
家
発
電
装
置
を
備
え
て
い
る
た

め
、
断
水
す
る
こ
と
な
く
供
給
で
き
ま
す
。

　

上
水
道
の

使
用
を
希
望

す
る
人
は
、

水
道
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

水
道
局
☎

32
７
１
９
４

　
畳
の
張
り
替
え
に
助
成

　
八
代
市
畳
表
張
り
替
え
促
進
事
業

割
引
券
（
助
成
券
）
の
受
付
を
行
い
ま
す

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
タ
グ
が
あ
る
八
代
市
産
の
畳
表

を
使
用
し
、
畳
を
新
調
・
張
替
し
た
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

期
　
間　

６
月
１
日
㈪
～
28
年
３
月
31
日
㈭

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
終
了

対
象
者　

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
自
ら
が
居
住
す

る
家
屋
の
畳
表
の
張
り
替
え
を
行
う
人

対
象
品　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
タ
グ
が
１
畳
に
１
枚
付

い
て
い
る
商
品

　

※
畳
表
の
持
ち
込
み
に
よ
る
施
工
は
、
補
助
対
象

外
で
す
。

対
象
畳
店　

市
の
小
規
模
工
事
業
者
と
し
て
登
録
が

あ
る
畳
店

助
成
額　

畳
表
１
枚
あ
た
り
１
０
０
０
円

　

※
上
限
１
万
６
０
０
０
円
（
１
世
帯
当
た
り
）

申
込
み　

張
替
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
割
引
券

を
農
業
振
興
課
☎
33
８
７
５
１
で
受
け
取
り
、
畳

店
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
各
支
所
で
割
引
券
の
交

付
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
農
業
振
興
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
本
市
「
ス
ー
パ
ー
元
気

券
」
と
の
併
用
も
で
き
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
の
た
め
の
農
業
講
座

　

市
で
は
、
就
農
後
３
年
程
度
ま
で
の
農
業
者
を
対

象
に
、
農
業
経
営
に
関
す
る
知
識
習
得
や
視
察
研
修

を
通
し
、
将
来
の
農
業
経
営
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
農
業
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

3987-3

広　　告
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受
講
期
間　

７
月
～
28
年
２
月
の
12
回
程
度

内
　
容
　
土
壌
肥
料
、
病
害
虫
、
環
境
保
全
型
農
業
、

６
次
産
業
化
、
農
業
税
制
、
農
業
者
年
金
、
就
農

支
援
制
度
な
ど

　
　

そ
の
他
に
、
農
作
業
・
農
業
機
械
の
安
全
講
習
、

先
進
地
視
察
研
修
な
ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
分

野
の
講
座
を
予
定
。

申
込
み　

農
林
水
産
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

行
ぎょうせい

政書
し ょ し

士による入
にゅうかん

管問
もんだい

題無
むりょう

料相
そうだんかい

談会
 と　き　6月

がつ

24日
にち

（水
すい

）　午
ご ご

後1時
じ

30分
ぷん

～ 3時
じ

30分
ぷん

 ところ　市
しみん

民相
そうだんしつ

談室（市
し

役
やくしょ

所 本
ほんちょう

庁 舎
しゃ

1 階
かい

）

 内
ない

　容
よう

　家
かぞく

族の招
しょうへい

聘、国
こくさい

際結
けっこん

婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、

　　　　 外
がいこくじん

国人の雇
こよう

用・会
かいしゃ

社設
せつりつ

立など

 問
といあわ　

合せ　秘
ひ し ょ か

書課 秘
ひしょ

書・国
こくさい

際 交
こうりゅうかかり

流 係 　☎34-1090

行政书士提供有关入管问题的免费咨询
 时 间：6月24日（星期三）  下午1点30分～下午3点30分

 地 点：市民咨询室（市政府总厅1楼 )

 内 容：邀请亲属访日，涉外婚姻，申请永住许可，

　　　　加入日本国籍，外国人就业・在日本设立公司等

 问 询：秘书课秘书・国际交流系

Gyosei-shoshi-lawyers Will Offer 
Free Consultations 

On Immigration, Residency and Nationality
 Office hours:   June 24th(Wednesday) 1:30 PM to 3:30 

PM 
 Location:        Citizen’s Consultation Room (on the first 

floor of City Hall)
 The contents: inviting families to visit Japan, 

international marriage, permanent 
resident permit, naturalization (kika), 
foreigner's employment, establishing a 
company in Japan by a foreigner etc.

 Inquiries:        Secretary & International Exchanges 
Section in the Secretarial Division

　
新
規
学
卒
者
採
用
予
定
の

　
事
業
主
向
け
説
明
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
で
は
、
来
春
の
新
規
学
校
卒

業
者
を
採
用
予
定
の
事
業
所
を
対
象
に
、
求
人
申
込

手
続
き
や
求
人
ル
ー
ル
と
適
正
な
採
用
選
考
の
啓
発

に
つ
い
て
の
「
新
規
学
校
卒
業
者
対
象
求
人
申
込
み

の
た
め
の
事
業
主
向
け
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　

６
月
10
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

　

受
付
：
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室

対
　
象　

事
業
主
か
人
事
担
当
者
（
採
用
選
考
を
直

接
実
施
す
る
人
）
※
要
事
前
申
込
み

　
　
八
代
市
職
業
相
談
室

　
　

市
商
工
政
策
課
で
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
職
業

相
談
室
を
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
内
に
開
設
し
、
相
談
事

業
や
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
第
２
月
曜
は
休
み
）

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
内

問
合
せ　

職
業
相
談
室
☎
34
２
３
５
４

　
　
労
働
保
険
年
度
更
新
を
忘
れ
ず
に

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
１
人
で
も
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
制
度
で
す
。
事
業
主
で
労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
労
働
基
準
監
督
署
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
相
談
し
速

や
か
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
は
７
月
10
日

㈮
ま
で
で
す
。
労
働
保
険
料
は
、
熊
本
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室
や
八
代
労
働
基
準
監
督
署
、
銀
行
、
信

用
金
庫
、
郵
便
局
で
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
記
載
方
法
の
問
合
せ
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
（
９
９
５
）
９
８
６

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
☎
０
９
６

（
２
１
１
）
１
７
０
２
、八
代
労
働
基
準
監
督
署
☎

32
３
１
５
１

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
☎
31
８
６
０
９

　
　
　
月
入
学
生
募
集
　
調
理
師
養
成
科

　
美
容
師
養
成
科

調
理
師
養
成
科
（
１
年
制
）

①
卒
業
時
に
、
国
家
試
験
免
除
で
調
理
師
免
許
が
取

得
で
き
ま
す
。

②
在
学
中
の
技
術
考
査
に
合
格
す
る
と
、
専
門
調
理

師
（
調
理
技
能
士
）
の
学
科
試
験
が
、
す
べ
て
免

除
さ
れ
ま
す
。

③
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
、
食
品
衛
生
責
任

者
資
格
取
得
が
で
き
ま
す
。

美
容
師
養
成
科
（
通
信
３
年
制
）

①
卒
業
時
に
、
美
容
師
免
許
の
国
家
試
験
の
受
験
資

格
が
取
得
で
き
ま
す
。

②
美
容
室
で
働
き
な
が
ら
入
学
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

八
代
実
業
専
門
学
校
☎
33
１
８
０
０

10

広　　告
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選
　
挙

　
経
営
者
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め

　
の
研
修
費
用
を
補
助

　

経
営
層
の
見
識
、
判
断
力
の
向
上
、
経
営
の
安
定

化
な
ど
を
図
る
た
め
に
、
市
内
企
業
の
取
締
役
な
ど

が
研
修
を
受
講
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
　
象

ア　

製
造
業
の
中
小
企
業

イ　

飼
料
・
有
機
質
肥
料
製
造
業
、
パ
ル
プ
・
紙
・

紙
加
工
品
製
造
業
、
運
輸
業
、
卸
売
業

対
象
経
費　

受
講
者
の
①
交
通
費　

②
受
講
料　

の

経
費
を
助
成

補
助
率
・
補
助
限
度
額　

補
助
率
２
／
３　

限
度
額

10
万
円
／
人　

20
万
円
／
企
業

補
助
の
対
象
と
な
る
研
修

○
企
業
な
ど
の
経
営
層
の
見
識
、
判
断
力
の
向
上
、

経
営
の
安
定
化
な
ど
を
図
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

○
企
業
な
ど
の
価
値
を
高
め
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社

　
社
員
の
研
修
費
用
を
助
成

　
産
業
活
性
化
人
材
育
成
支
援
事
業

対
　
象　

技
術
向
上
、
研
究
開
発
、
経
営
に
つ
い
て
、

人
材
育
成
の
必
要
性
が
あ
る
従
業
員
に
研
修
を
受

講
さ
せ
る
、
八
代
市
内
の
次
の
企
業

　
（
ア
）
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
の
中
小

企
業

　
（
イ
）
製
造
業
の
中
小
企
業

　
（
ウ
）
飼
料
・
有
機
質
肥
料
製
造
業
、
パ
ル
プ
・
紙
・

紙
加
工
品
製
造
業
、
運
輸
業
、
卸
売
業
の
企
業

　
（
エ
）
新
規
雇
用
者
へ
の
研
修
実
施
企
業

対
象
経
費　

受
講
者
の
①
交
通
費　

②
受
講
料　
　

③
講
師
を
招
い
て
行
う
研
修
の
経
費
を
助
成

補
助
率
・
補
助
限
度
額

　
（
ア
）の
業
種　

補
助
率
１
／
３　

限
度
額
３
万

円
／
人　

８
万
円
／
企
業
（
別
途
講
師
招し

ょ
う
へ
い聘

５
万
円
）

　
（
イ
）（
ウ
）の
業
種　

補
助
率
１
／
２　

限
度
額

５
万
円
／
人　

15
万
円
／
企
業
（
別
途
講
師
招

聘
８
万
円
）

　
（
エ
）
の
業
種　

補
助
率
１
／
２　

限
度
額
５
万

円
／
人　

補
助
限
度
額
は
（
ア
）
～
（
ウ
）
の

業
種
に
よ
る

補
助
の
対
象
と
な
る
研
修

○
業
務
に
関
連
す
る
知
識
や
技
術
の
向
上
、
経
営
の

安
定
化
を
図
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

○
業
務
に
関
連
す
る
資
格
・
免
許
取
得
に
係
る
講
習

○
企
業
価
値
を
高
め
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責

任
）
に
関
す
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

○
講
師
を
招
い
て
行
う
研
修　

な
ど

手
続
き　

研
修
な
ど
の
受
講
１
週
間
前
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
研
修
終
了
後
、
必
要
書
類
を
提
出

し
、
補
助
金
交
付
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

　5月5日、本町1丁目で「ちびっこ笑店街」が
ありました。「プロに教わるマンガ家体験」で、
職歴34年で市内在住の島かおり先生から直接
マンガの描き方を教わりました。
　普段はマンガよりアニメが好きなのですが、
自画像にスクリーントーンを貼り込んでいくと
理子先生というマンガ家気分を味わえました。
小さい頃から目を丸く大きく描くのが癖でした
が、島先生がその部分をやさしく教えてくだ
さってとても楽しかったです。
　私は子どもが好きなので、この職業体験を生
かして大人になったら保育士になりたいと思っ
ています。

進
すすみ
　理

り こ
子　さん

　　（代陽小５年）

夢Talk
トーク

マンガ家気分で
楽しかった

会
的
責
任
）
に
関
す
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

手
続
き　

研
修
な
ど
の
受
講
１
週
間
前
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
研
修
終
了
後
、
必
要
書
類
を
提
出

し
、
補
助
金
交
付
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

　
　
食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業

　
や
つ
し
ろ
マ
ル
シ
ェ

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
。
毎
月
第
２
土

曜
に
開
催
し
て
い
る
や
つ
し
ろ
マ
ル
シ
ェ
。
今
月

の
テ
ー
マ
は
「
食
育
と
地
産
地
消
」
で
す
。

と
　
き　

６
月
13
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

玄
関
前

内
　
容　

八
代
管
内
全
域
の
旬
な
農
産
物
・
加
工
品
、

八
代
産
食
材
を
使
っ
た
実
演
販
売
、
食
育
啓
発
パ

ネ
ル
展
示
と
資
料
配
付

問
合
せ　

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
８
１
５

　

や
つ
し
ろ
マ
ル
シ
ェ
生
産
者
会
事
務
局

　

柿
本
☎
０
７
０
（
５
４
１
３
）
４
９
０
１

↖
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選
　
挙

　

や
つ
し
ろ
マ
ル
シ
ェ
生
産
者
会
事
務
局

　

柿
本
☎
０
７
０
（
５
４
１
３
）
４
９
０
１

　
　
味
噌
作
り
体
験
参
加
者
募
集

　
　

手
作
り
味
噌
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
味
噌
作
り
に

か
か
る
３
日
間
（
数
時
間
要
す
る
）
と
も
参
加
で
き

る
人
に
限
り
ま
す
。（
１
回
は
夜
の
作
業
で
す
）

と
　
き　

６
月
15
日
㈪
～
17
日
㈬

と
こ
ろ　

東
陽
農
産
物
加
工
施
設

材
料
代　

４
０
０
０
円
（
１
人
20
㎏
で
き
ま
す
）

定
　
員　

10
人
（
先
着
順
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

問
合
せ　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
15
分
に
東
陽

定
住
セ
ン
タ
ー
☎
65
２
０
４
０

　
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
八
代
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
は
、
７
月
12
日
㈰
告
示
、
７
月
19
日
㈰
投

票
で
す
。
そ
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
６
月
22
日
㈪
ま
で
に
予
定
者
氏
名
と
出
席
者

数
な
ど
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

６
月
24
日
㈬
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　

千
丁
支
所
２
階
大
会
議
室

参
加
人
員　

立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
２
人
ま
で

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
30
１
６
６
３

※投票は、立候補者数が各選挙
区の定数を超えない場合は
行われません。

選挙区ごとの
農業委員会委員の定数

選挙区 区　域 定数
１ 郡 築・ 昭 和・

八千把 ５

２
代 陽・ 八 代・
松高・太田郷・
龍峯

４

３
植 柳・ 麦 島・
高 田・ 宮 地・
坂本

４

４ 金剛・日奈久・
二見 ６

５ 千丁 ３
６ 鏡 ６
７ 東陽・泉 ２

　
　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
　

６
月
１
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿
（
年
４

回
の
定
時
登
録
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

転
入
し
て
き
た
人
や
満
20
歳
に
な
っ
た
人
、
海
外

在
住
者
で
在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け
た
人
の
名

前
が
名
簿
に
載
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

登
録
資
格
要
件　

日
本
国
民
で
平
成
７
年
６
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
八
代
市
に
27
年
３
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
の
登
録

を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

選挙あれこれ

　政治家（候補者、立候補予定者、
現に公職にある者）と私たち有権者
とのつながりは、とても大切です。
しかし、金銭や品物で関係が培われ
るようでは、いつまでたっても明る
い選挙、お金のかからない選挙に近づくことはできません。
　そのため、選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄
附を行うことは、名義のいかんを問わず特定の場合を除いて一切
禁止されています。有権者が求めてもいけません。お中元やお歳
暮、冠婚葬祭における贈答なども寄附になるので、注意してくだ
さい。
　また、『時候のあいさつ』などにも制限があり、政治家が選挙
区内にある人に暑中見舞いなどのあいさつ状や年賀状（電報も含
む）を出すのは、「答礼のための自筆によるもの」以外は禁止さ
れています。　　　問合せ　選挙管理委員会事務局☎ 30-1663

【寄附の禁止】贈らない、
求めない、受け取らない

②
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ
在
外
選

挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、
在
外
選
挙
人
証

の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間　

６
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
千
丁
支
所
２
階
）

☎
30
１
６
６
３

　
厚
生
会
館
ホ
ー
ル
休
館

　

施
設
改
修
の
た
め
ホ
ー
ル
客
席
内
壁
面
タ
イ

ル
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間　

28
年
１
月
25
日
㈪
～
３
月
24
日
㈭

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

15-10

15-10

広　　告
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石
川
綾
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　
コ
ン
サ
ー
ト
　
八
代

　

超
絶
技
巧
。Y

ouTube

映
像
が
大
絶
賛
。
バ
ラ

　
文
化
・
教
育

　
古
文
書
講
座
初
級
編
（
全
８
回
）

　
受
講
者
募
集

　

初
め
て
古
文
書
を
読
む
人
を
対
象
に
し
た
古
文
書

解
読
講
座
で
す
。
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト

に
、
一
字
一
字
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

と
　
き　

８
月
～
11
月
の
第
２
・
４
水
曜
（
全
８
回
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分　
（
９
月
は
第
２
・
５
水

曜
）

と
こ
ろ　

博
物
館　

講
義
室

講
　
師　

林
千
寿
（
博
物
館
学
芸
員
）

定
　
員　

先
着
35
人

内
　
容　

児
玉
幸
多
編
「
く
ず
し
字
解
読
辞
典
」（
東

京
堂
出
版
２
３
７
６
円
）
を
使
用
し
ま
す
。
購
入

希
望
者
は
申
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
電
話
で
博
物
館
☎
34
５
５
５
５
へ

　
八
代
市
成
人
式 

日
程
・

　
実
行
委
員
募
集

■
平
成
28
年 

八
代
市
成
人
式

と
　
き　

28
年
１
月
10
日
㈰　

午
後
２
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
：
午
後
１
時

と
こ
ろ　

厚
生
会
館
ホ
ー
ル

対
　
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

■
実
行
委
員
募
集

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H26年4月 1,515 ｔ 482 ｇ
H27年4月 1,502 ｔ 481 ｇ

比 較 － 13 ｔ － 1 ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127 ｔ 490 ｇ
H26年5月～ 27年 4月 17,508 ｔ 458 ｇ

比 較 － 1,619 ｔ － 32 ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較　（人口変動あり）

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

対
　
象　

八
代
市
に
現
住
所
を
お
く
新
成
人
・
ア
イ

デ
ア
や
や
る
気
の
あ
る
20
歳
代
の
人

定
　
員　

10
人
程
度
（
平
日
夜
間
６
回
程
度
）

申
込
み　

６
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
、
電
話
か
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
題
名
は
「
成
人
式

実
行
委
員
申
込
み
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０　

代
陽

公
民
館
☎
31
５
５
０
７　

G
　syogai@

city.
yatsushiro.lg.jp

　
弁
護
士
・
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る

　
消
費
特
別
相
談

　

近
年
、
多
重
債
務
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル
・
悪
質
商
法

な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
、
そ
の

内
容
も
よ
り
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
当
日
に
受
付
を

行
い
、相
談
は
先
着
順
で
す
。相
談
無
料
、秘
密
厳
守
。

と
　
き　

６
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
、
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階　

市
民
相
談
室

持
参
品　

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
33
４
１
６
２

　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　
消
費
生
活

エ
テ
ィ
番
組

な
ど
で
も
話

題
の
全
豪
№

１
「
デ
ビ
ル

ズ
ア
ヤ
コ
」

の
愛
称
で
親

in

し
ま
れ
る
実
力
派
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
石
川
綾
子

に
よ
る
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

と
　
き　

８
月
２
日
㈰　

午
後
３
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
開
場

と
こ
ろ　

厚
生
会
館 

ホ
ー
ル

入
場
料　

Ｓ
席
（
指
定
）
一
般
２
０
０
０
円
・
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円
、
Ａ
席
（
指
定
）
一
般

１
０
０
０
円
・
高
校
生
以
下
５
０
０
円

※
自
主
文
化
事
業
の
た
め
格
安
料
金
で
す
。

※
４
歳
以
上
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

※
前
売
完
売
時
に
は
当
日
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
売
日　

６
月
２
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
窓
口
販
売

（
電
話
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
善
に
ご
意
見
を

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

の
で
、メ
ー
ル
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
広
聴
課

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

厚
生
会
館
、千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
メ
ガ
ネ
の
み
や
ざ
き
、
庄
野

学
生
堂
八
代
店
、
珈
琲
店
ミ
ッ
ク
、
日
奈
久
ゆ
め

倉
庫

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

広　　告
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博物館展示案内（6月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆春季特別展覧会　豪華絢爛！長崎刺繍
　 ～くんちに息づく風流の心～　開催中～ 6/7 ㈰

常

設

展

示

室

◆考古 須恵器の美　　　　　 開催中～ 10/18 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　開催中（通年）
◆妙見祭 I 笠鉾のヒミツ　　　開催中～ 10/18 ㈰
◆民俗 I 八代製紙株式会社　　開催中～ 7/20 ㈪
◆妙見祭 II 獅子組のヒミツ　　開催中～ 6/14 ㈰
◆古文書を読む I 
　 古文書をのこす　　　　　　開催中～ 6/28 ㈰
◆信仰のかたち I
　 盛光寺の阿弥陀如来　　　　開催中～ 10/25 ㈰
◆くまもとの金工 肥後鐔の魅力　開催中～翌3/27 ㈰
◆八代焼 I 象嵌の技法　　　　開催中～ 6/21 ㈰
◆八代焼 II 飲食の器　　　　　6/23 ㈫～ 9/27 ㈰
◆和紙 II 八代の御用紙漉き　　開催中～ 7/5 ㈰
◆米作りの道具
　 お米はどうやってできるの？　開催中（通年）

６月の休館日 1㈪、8㈪、15㈪、22㈪、29㈪、（7/6㈪）
収蔵庫くん蒸（文化財害虫駆除）のため臨時休館　6/30㈫～ 7/5㈰

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
そ
の
他

　
　
八
代
妙
見
祭
衣
装
方
着
付
け
講
習
会

　
　

祭
礼
衣
装
に
関
す
る
着
付
け
の
技
術
を
学
び
、
着

付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
妙
見
祭
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。（
初
心
者
大
歓
迎
）

と
　
き　

毎
月
第
２
火
曜　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館　

和
室

対
象
者　

祭
当
日
の
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者

受
講
料　

無
料

講
　
師　

八
代
妙
見
祭
衣
装
方　

小
嶋
授
子 
氏

内
　
容　

実
際
の
祭
礼
衣
装
を
用
い
た
実
技
、
帯
の

締
め
方
を
は
じ
め
と
す
る
着
付
け
の
基
礎
講
習
な

ど
申
込
み　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

　厚生会館ホワイエコンサート
高橋佐知ピアノコンサート
と　き　6月12日㈮　午後１時～
入場料　無料
問合せ　厚生会館☎32-3196

講　　座　　名 講　師 と き 募集人数 受講料（6ヵ月）
季節の料理とおかし（月曜）河野京子 第 2・4 月曜 10:00 ～ 12:00 5 3800 円
モーハラフレンドリー 宮本清美 第 1・2・3 月曜 14:00 ～ 16:00 5 5700 円
ヨーガセラピー 園田姫未子 第 2・3・4 月曜 14:00 ～ 16:00 5 5700 円
やさしいはがき絵 石川節子 第 2・4 火曜 10:00 ～ 12:00 5 3800 円
かんたんパン作り 木本早苗 第 1 火曜 19:00 ～ 21:00 8 2000 円
アロマセラピー 藤本美穂 第 1 水曜 10:00 ～ 12:00 10 2000 円
たのしいはがき絵 石川節子 第 1・3 水曜 10:00 ～ 12:00 5 3800 円
英会話 米本直美 第 2・4 木曜 10:00 ～ 12:00 5 3800 円
基礎から学ぶペン習字 中村智 第 2・4 木曜 19:00 ～ 21:00 10 3800 円
社交ダンス ひまわり 山森春子 第 1・2・3 金曜 10:00 ～ 12:00 10 5700 円
介護予防にいい太極拳 井村絹子 第 1・2・3 金曜 14:00 ～ 16:00 10 5700 円
ヒップホップジャズダンス 梶原裕香 第 1・2・3 金曜 20:00 ～ 21:00 5 5700 円
中国語講座 山口晴文 第 1・3 土曜 10:00 ～ 12:00 10 3800 円
骨盤エクササイズ 中川志保 第 1・3 土曜 10:00 ～ 12:00 5 3800 円

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
前
期
講
座

　
受
講
生
補
充
募
集

申
込
み　

来
館
か
電
話
で
申
し
込
み
（
先
着
順
）

　

受
講
料
は
入
会
時
、
一
括
納
入
で
す
。

※
教
材
費
別
途
必
要

※
託
児
無
料
（
満
２
歳
～
就
学
前
６
歳
）
は
受
付
時

に
申
し
込
み

問
合
せ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
（
八
代
市
働
く

婦
人
の
家
）
☎
35
６
４
６
０

　
堤
防
刈
草
を
配
布
し
ま
す

　
現
地
引
取
り
の
人
を
優
先

対
　
象　

八
代
市
・
氷
川
町
に
住
所
の
あ
る
個
人
・

企
業

配
布
期
間　

６
月
～
10
月

申
込
み　

６
月
12
日
㈮
ま
で
、
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
使
用
目
的
（
堆

肥
・
飼
料
な
ど
）、
希
望
数
量
（
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク

約
10
台
分
な
ど
）
を
明
記
し
、
国
土
交
通
省
八

代
河
川
国
道
事
務
所
八
代
出
張
所
〒
８
６
６
‐

０
０
５
１
麦
島
東
町
１
‐
２　

☎
32
４
８
９
２　

D
　

32
４
２
０
６
へ

　
放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
27
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

出
願
期
間
は
８
月
31
日
㈪
ま
で
。
資
料
は
無
料
配

布
中
。
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６

（
３
４
１
）
０
８
６
０
ま
で
請
求
く
だ
さ
い
。

広　　告
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図 書 館 催し物案内（６月）
施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２歳児向けおはなし会 11日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 6･13･20･27日㈯ 午後3時～

図書館講座
▶3日㈬ 午前10時30分～…文学講座「山本健吉と楽しむ俳句と短歌（春の巻）」
　講師：米村恒憲氏
▶17日㈬ 午前10時30分～…歴史講座「江戸時代の伊勢信仰 ‐ 参宮と神納銭」
　講師：蓑田勝彦氏

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

15日㈪ 午前10時30分～
22日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
6･13･27日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

20日㈯ 午後2時30分～ 語り手：山猫軒

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ） 5･19日㈮ 午前11時～ 対象：0歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 7日㈰ 13･27日㈯ 午後2時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ

施設点検休館日　市立図書館本館：24日㈬、せんちょう図書館：9日㈫、かがみ図書館：24日㈬

▶ 1 日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 2 日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 3 日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 4 日㈭ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 8 日㈪ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　　▶ 9 日㈫ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 12 日㈮ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地　　　　  ▶ 11 日㈭ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園
▶ 16 日㈫ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 17 日㈬ 13:15 八竜小 14:10 JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 18 日㈭ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　 ▶ 19 日㈮ 13:20 泉小中学校 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 22 日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 希望の里たいよう　▶ 23 日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 25 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　   ▶ 26 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう図書館☎46-1901　かがみ図書館☎52-5567
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退職した場合　注）

（第２号被保険者→第１号被保険者）
市役所国保ねんきん課⑦窓口、または、
各支所年金窓口で、年金手帳・退職日

（扶養から外れた日）が確認できる書
類、認印を持って手続をする。

配偶者の扶養から外れたり、離婚した場合
（第３号被保険者→第１号被保険者）
就職した場合

（第１号被保険者→第２号被保険者） 事業所に年金手帳などを提出し、
手続をする。配偶者の扶養に入っている人が就職した場合

（第３号被保険者→第２号被保険者）
配偶者の扶養に入る場合

（第１号被保険者→第３号被保険者） 配偶者の事業所に年金手帳などを
提出し、手続をする。会社などを辞め、引き続き配偶者の扶養に入る場合

（第２号被保険者→第３号被保険者）
注）退職する本人に扶養配偶者がいる場合、配偶者も国民年金の種別変更が必要になりま

すので、同時に手続をすることになります。

広　　告


